
第１３回基準油脂分析試験法セミナー 

－新しい基準油脂分析試験法と最新分析法の紹介－ 

日 時 平成 25年 11月 25日（月）10:00～16:30，11月 26日（火）10:00～16:00 

会 場 油脂工業会館 (東京都中央区日本橋 3-13-11) 

主 催 公益社団法人 日本油化学会 

協 賛 日本農芸化学会、日本食品科学工学会、日本家政学会、日本栄養・食糧学会、 

(予定） 日本水産学会、日本分析化学会  

 

 10 年ぶりに基準油脂分析試験法が改訂され、新たな基準法も制定されました。今回のセミナーは、

試験法の基準化に関わった先生方に、新しい基準法の説明や測定の意義、測定法開発の背景を解説し

て頂きます。また、現在、油化学会で合同実験を進めている新しい分析法や油脂分析に利用される機

器分析法を専門の先生方に解説して頂きます。皆様の参加をお待ちしております。 

 

プログラム（演題と講師） 

1日目 11月 25日（月）  

基準油脂分析試験法改定のポイント                  10：00～10:10 

日本油化学会 規格試験法委員会 

 

１．過酸化物価（電位差滴定法）：基準法 2.5.2.2-2013           10：15～11:00 

成蹊大学理工学部  原 節子 氏 

 油脂の劣化度測定法として広く利用されている過酸化物価の測定法として開発された電位差滴定法

が 2013年度版基準油脂分析試験法から新たに基準法として登録されたため、過酸化物価（電位差滴定

法）の測定原理、方法、特徴およびその応用例について紹介する。 

 

２．油脂の加熱劣化と評価法：基準法 2.5.4.2-2013、基準法 2.5.7-2013    11:10～12:10 

東京工科大学応用生物学部  遠藤 泰志 氏 

フライ調理などの加熱調理中では、加熱による油脂の劣化が進行する。本講演では、油脂の加熱劣

化機構について説明すると共に、今回基準法になったカルボニル価（ブタノール法）と油脂重合物（ゲ

ル浸透クロマトグラフ法）を中心に、油脂の加熱劣化度の評価法を解説する。 

 

● 講師の先生を囲む会(個別質問など)                 12:10～12:40 

 

３．トランス脂肪酸の分析法：基準法 2.4.4.3-2013            13:30～14:15 

日清オイリオグループ（株）  白澤 聖一 氏 

トランス脂肪酸の摂取と健康の関係について国際的に関心が高まり、摂取量把握の前提となる定量

分析法の正確な理解が重要である。この背景を受けて 2007 年に日本油化学会にて基準油脂試験法と

して制定された基準法 2.4.4.3-2013について、制定経緯・原理・操作などを他の公定法の紹介と併

せて解説する。 

 

４．トリアシルグリセリン組成（高速液体クロマトグラフ法）：基準法 2.4.6.2-2013 

                        14:25～15:10 

日本食品油脂検査協会  城戸 浩胤 氏 

トリアシルグリセリン（TG）は油脂の主成分であり、その分析技術は極めて重要な課題である。そ

の方法として HPLC による TG 分子種の分離溶出位置を求める方法があり、和田が世界で初めて提案し

 



た方法（PN（パーティションナンバー））である。本セミナーでは、TG 及びその油脂を試料として実

際的な例をあげて,その解析法を紹介する。 

 

５．油脂の２位脂肪酸組成を決定する新規酵素法             15:20～16:00 

大阪市立工業研究所   渡辺 嘉 氏 

リパーゼの位置特異性を利用して、トリアシルグリセリンの２位の脂肪酸組成を決定する手法を新た

に確立した。本方法は、短鎖および高度不飽和脂肪酸を含有する油脂にも適用できる、操作が簡便で

あるなどの特長を持ち、現在日本油化学会規格試験法委員会小委員会の合同試験に供されている。本

講演ではその経過を紹介する。 

 

● 講師の先生を囲む会（個別質問など）                16:00～16:30 

 

2日目 11月 26日(火)  

６．LC/MSの基礎 

－イオン化および四重極型質量分析計（シングルおよびトリプル）について－   

10:00～11:00 

アジレント･テクノロジー（株）  川口 修 氏 

LC/MS のイオン化法（大気圧イオン化法）の原理と LC との接続の注意点、また四重極型質量分析計

（Single QMS）と 3 連四重極型質量分析計(Triple QMS)の原理と特徴について測定モードを含め、基

礎的なことをお話いたします。 

 

７．グリシドール脂肪酸エステル（高速液体クロマトグラフィー質量分析法）： 

基準法 2.4.13-2013                       11:05～11:50 

花王（株）  河合 滋 氏 

グリシドール脂肪酸エステル（GE）は、精製油脂中に存在することが近年新たに判った物質です。

本セミナーでは、日本油化学会および米国油化学会の両会で初めてジョイント公定法として登録され

た GE 直接分析法の手順・注意点および関連する情報などをご紹介します。 

 

● 講師の先生を囲む会(個別質問など)                 11:50～12:20 

 

８．FTIR/NIRによる油脂や脂質の分析                          13:30～14:30 

（株）パーキンエルマージャパン  大西 晃宏 氏 

 食品中や工業材料に使用される油脂、脂質は FTIR や FTNIR で分析することができる。FTIR/NIR で

は油の分子構造の同定あるいは定量評価が行える。今回は FTIR/NIR の油分析における特徴、測定法、

解析法を中心に実際のアプリケーションも含めて説明する。 

 

９．パルス NMR による固体脂含量測定                  14:40～15:30 

アステック（株）  池上 孝紀 氏 

 固体油脂含有率(SFC)の測定は油脂の融解挙動を理解するための重要なパラメータの一つでありま

す。本講演では、パルス NMR の原理及び装置の概要、固体油脂含有率の測定方法について解説します。

またパルス NMR を用いた他の油分分析法についても解説します。 

 

● 講師の先生を囲む会（個別質問など）                 15:30～16:00 



参 加 費    ：  本 会 正 会 員                 20,000円 

本会法人会員勤務者・協賛学会個人会員    24,000円 

会   員   外                         35,000円 

学             生                           8,000円 
 
申込方法：  下記の申込書に記入の上、Fax 又は同内容を e-mailにて下記宛申込み、参加費をお

振込下さい。振込手数料はご負担願います。 
 
振 込 先：  三菱東京 UFJ 銀行 八重洲通支店 普通預金 1057794 公益社団法人日本油化学会 
 
申込締切：  11月 15日(金)   定員になり次第締め切ります。  
 
申 込 先    ：  〒103-0027 東京都中央区日本橋 3-13-11 油脂工業会館 公益社団法人日本油化学会    

      TEL: 03-3271-7463  FAX: 03-3271-7464   

      e-mail：c-abe@jocs-office.or.jp 
 
 

 

FAX：０３－３２７１－７４６４ 

受付番号 

第１3回基準油脂分析試験法セミナー 申込書 

 (11月 25日～26日) 

ふりがな 
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所属学会 
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勤 務 先     

 
 

 
 
 

 
 
 

連 絡 先 

〒 
 

 

Tel :                        Fax :                  

e-mail :                            

 

 

参 加 費     

（○印） 

 
本  会  正  会  員   20,000円 

本会法人会員勤務者  24,000円 

協賛学会個人会員            24,000円 

会   員   外   35,000円 

学 生            8,000円 
 

送金予定：   月    日頃 

 

 


